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香川県におけるタウナギの採集記録  
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確認されているが，他の地域での報告は全く  

なかった．。今回，綾歌町と満浪町で相次いで  

タウナギが採集されたので，さぬき市の現状  

を含めここ．に報告する。なお，この報告の作  

成にあたりタウナギの情事計や資料等を提供し  

てくださったさぬき市役所建設部の橋本安由  

氏と香川県農政水産部水産課の皆様，採集情  

報の提供と現地調査に協力してくださった五  

所野尾優氏ならびに原稿作成の過程で丁寧な  

ご指導をいただいた香川大学教育学部の末広  

喜代一・教授に深く感謝の意を表する。  

調査方法および調査地の概要  

香川県内でタウナギが確認されたのは，さ  

ぬき市，綾歌町および満濃町の3地点であ  

る。いずれも工事等で偶然に発見された個体  

で，筆者らはその情報を入手し随時現地調査  

を行った。調査では目視による観察と玉網（1  

節4mm）による採集を行った。採集した魚類  

のうち，タウナギ以外の資料はその場で同定  

を行い放流した。また，タウナギは持ち帰っ  

は じ め に  

タウナギ朋b乃甲JeⅢ5α伽5は雌性先熱性の  

性転換や空気呼吸を行うなど特異な習性をも  

つ淡水魚である。ウナギA〃g〟〟ねノ呼0〝よcα  

に似た体型で胸鰭と腹鰭はなく，背鰭，尻鰭  

および尾鰭はつながってわずかに隆起する。  

鱗はなく体表は粘液に覆われている。また，  

体色は黄褐色で不規則な暗褐色の斑紋がある  

（図1）。水田，半自然水路，池沼などの泥底  

にトンネル状の巣穴を掘り，小動物や小型魚  

類等を求めて夜間に活発に活動する。東南ア  

ジアから東アジアに広く分布する種で，国内  

では関東地方以西の本州，四国，九州および  

琉球列島に分布するとされている（環境庁自  

然保護局，1993；松本・岩田，1997；環境省  

編，2003）。   

香川県で最初にタウナギが報告されたのは  

1994年の大川郡志度町鴨部，現在のさぬき市  

鴨部南地区の水路である（四国新聞社，  

1994）。同地区内ではその後もタウナギが数回  
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図1．下土居地区で採集したタウナギ（2004．5．20）  

流部で小さなため池とつながっている。ま  

た，西側水路は津田川からの導水路とつな  

がっている。  

（2）綾歌町下土居地区の水路   

この地区は大束川水系の中流域にあたる。  

自然石の石積み護岸が一部残っているが，は  

とんどは三面コンクリ岬卜張りの水路となっ  

ている。また，住宅地内の水路のため生活排  

水が多く流入している。水路幅は約1rTl，農  

閑期の水深ははとんどなく2～5cmである。  

底質は砂泥で拳大の石が散在している。水路  

は周辺のため池とつながっており，ため池で  

は内水面養殖業者によってゲンゴロウブナ  

Cαrα∫∫ま〟∫C〟Viピr∠等が養殖されている。  

（3）満濃町炭所西地区の水路   

この地区は土器川水系の中流域にあたり，  

土器川本流から導水路で水路に水を引き込ん  

でいる。ほとんどの水路が自然石の石積み護  

岸である。なお，2004年の台風により石積み  

護岸が数カ所で崩れている。水路には生活排  

水が流入している箇所もあるが，サワガニ  

Geo班eわぁ〟∫αdeムαα乃gが生息するなど水質は比  

較的良いようである。水路幅は約1m，農閑  

期の水深は10～20cmである。底質は砂または  

砂泥で長径10～30cmの石が散在している。ま  

た，水路の一部は網で仕切られ観賞用のコイ  

qp′・∫〃〟∫C叩gOが飼育されている。  

姦吉  農  

調査地点別の確認魚種を表1に示した。ま  

て体長と体高を計測した後，10％ホルマリン  

液演標本にした。なお，採集魚燥の同定，標  

準和名および学名は「日本産魚類の検索一全  

種の同定」（中坊編，1993）によった。ただ  

し，カワムツ頬ZαCCOSPP・についてはHosoya  

et al．（2003）に，カラドジョウアα′Ⅵ肌長官〟用〟∫  

dα占りα〃〟∫については斉藤（2001）に従った。   

各調査地点の位置を図2に，調査地点の概  

要は以下に示した。  

（1）さぬき市鴨部南地区の水路   

この地区は鴨部川下流域の支流である川古  

川水系にあたる。1983年から1993年にかけて  

鴨部川地区圃場整備事業が行われたため，地  

区内の自然石の石積み護岸であった水路は，  

ほぼすべて三面コンクリート張りの水路と  

なっている。水路幅は下流部で4～5m，上  

流部で約1mである。農閑期の水深は10～  

20cmで，大量の砂泥が堆積して水路の一部が  

陸地となっている場所がある。なお，汝漂工  

事が行われた場合でも数年で元の状態とな  

る。2本の主要な水路があり，東側水路は上  
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図2．タウナギの調査地点  
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によりゲンゴロウブナCα′ぽ∫ざ王〟√5C〟Vie′・よ，ギン  

ブナCα′α55～〟5α以′血5Jα乃g～ぁーβf，オイカワ  

ZαCCOp由りp〟5，ヌマムツゐcco～孟βムクJdZg，カ  

マツカタ5e〟dogoあわe5〃C血～e～OC血5，ニゴイ  

〃e∽∠あα′ム〟5あαrム〟5 およびブラックバス 〟‡一  

c′・呼Je川∫5αJ肌0滋5の7種を確認した。なお，  

東側水路では魚類を確認できなかった。貯水  

池付近の水路には自然石の石積み護岸の水路  

が20～30m区間だけ残っていた。また，東側  

水路の上流部にも約20m区間の石積み護岸の  

水路があった（図3b）。地元の方より圃場整  

備前は地区内水路のほとんどが石積み護岸で  

あったこと，津田川の中流域で数十年前にウ  

ナギに似た腹部が黄色いへどみたいな顔の魚  

を採ったことがあるとの情報を得た。なお，  

同地区では1994年9月30日，台風により増水  

した水路でタウナギが2個体（体長45cmと  

25cm）発見されている（四国新聞社，1994）。  

また，1996年12月から1997年3月にかけて行  

われた鴨部南地区水路汝深工事でも，汲漢土  

置き場の土中から100個体近いタウナギが発見  

されている。  

た，以下に地点別の調査結果を記述した．。  

（1）さぬき市鴨部南地区の水路   

2003年3月に行われた川古川分流の亀甲川  

河床整理工事に伴う竣深工事中にタウナギが  

発見された。そこで筆者のひとり大高が現地  

調査を3月4日に行った（図3a）。タウナギは  

東側水路の広い範囲の汲凍土中から出てきて  

おり，体長46cm以上の大型個体だけで数100，  

体長34cm未満の小型個体も多数見られた。タ  

ウナギの多くは汝漢土とともに処分された  

が，－・部（150～200個体）は工事関係者の知  

人が持ち帰り，鴨部川中流域の広瀬橋付近に  

放流したことが分かった。今回の調査で採集  

されたタウナギは，香川県自然科学館におい  

て1個体（体長約30cm）が飼育され 3個体  

（体長255mm，473mm，481mm）が標本として保存  

されている。   

2004年11月16日と24日の2日間には筆者が  

現地調査を行った。水路内に堆積している土  

砂は非常に少なく，タウナギが潜んでいそう  

な場所はほとんどなかった。魚類は西側水路  

上流部にある貯水池とその周辺の水路で目視  

表1．各地点おける確認魚種－－・覧（△は2003年に確認）  

標準和名  名  鴨部南  西
 
 

所
 
 

炭
 
 
 

居
 
 

土
 
下
 
 

〇
・
・
〇
〇
・
〇
 
 

1コイ  

2．ゲンゴロウブナ  
3ギンブナ  

4ノ オイカワ  

5．カワムツ  

6。、ヌマムツ  

7．タモロコ  

8い カマツカ  

9い ニゴイ  

C）p′・ヱ〝〟‡C（ZワJO  

C（Z′α55～〟5C〟Vよe′・～  

C（Ⅳα55～〟5α〟′α加ゎ〝g5‘わrβ∠  

Z（ZCCOク由りp〟∫  

ZαCCOJe∽J花王〃Cた∠j  

ZαCC（フ！geムoJd‘∫  

Gノーα妨呼OgO〃eわ〝gα加eわ〃g‘‡r〟5  

月ぎe〟ゐgoあわe50C∫〟〟5e50Cf〃〟5  

〃β例言ムα／あ〝5占αr・ム〟5  

・
〇
〇
〇
・
〇
・
〇
〇
 
 

・
・
〇
・
・
 
 
 

10．タウナギ  肋〃甲Je川5α／あ〟5  

11．ブルーギル  エ甲0椚よ5椚αC′OCゐ～川5  

12．ブラックバス  凡打c・′甲Jβ′〟55α触0んね5  

0
0
0
0
 
 

13，ドンコ  

14．クロヨシノポリ  

15い カワヨシノポリ  

16．チチブ  

0（わ〝わあ〃Jf50あ5C・〟′dOあ5C〟′・α  

朗加ogoあf〟5Sp・DA  

R賊那甘虚血5。伽〝血e〟5  

乃・g（お〃わgβ′・0ムーC〟′〟5   
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（2）綾歌町下土居地区の水路   

2004年5月19日に業者が改修工事のため  

ショベルカ岬・で水路の石積み護岸を削ってい  

る時，石積みの奥の土中からタウナギが30個  

体以上発見された。タウナギの多くは汲凍土  

とともに処分されたが，一・部の小型個体は工  

事区間の下流部に，大型個体（12～13個体）  

は別の水路にそれぞれ放流された。また．，3  

個体は工事関係者が五所野尾氏に同定を依頼  

す－るために持ち帰った。なお，その3個体は  

現在も五所野尾氏宅で飼育されて－いる。   

5月20日と24日に工事区間（図4a）とそ  

の周辺の水路（図4b）および工事関係者が  

タウナギの一・部を放流した別の水路を調査し  

た。5月20日には工事区間内で2個体（体長  

490mmと292m汀l）と別の水路で1個体（体長  

155mm）のタウナギを採集した。工事区間内で  

は他にギンブナ，ブルーギルエ甲0励朋αC和一  

dJ川5，カワヨシノポリ月ぁぁogoあよ〟5ガ〟鍋飯e〟5  

を確認した。5月24日には引き続き改修工事  

が行われ 石積みの奥から14個体のタウナギ  

が見つかった。そのうちの11個体は五所野尾  

氏が綾歌町内の中大束川に放流し，2個体は  

筆者が飼育用に，別の1個体は町職員が展示  

用に持ち帰った。また，内水面養殖業者より  

同地区の上流部に位置する打越池で20年ほど  

前に1度だけタウナギを見たことがあるとの  

情報を得た。  

（3）満濃町炭所西地区の水路   

2004年6月16日に水路でコイを飼育してい  

る住民によって，水路内のゴミの中からタウ  

ナギ1個体（体長約30cm）が発見された。タ  

ウナギは近所の小学生に見せるため，しばら  

くの間飼育された後に同水路に放流されてい  

る。  

12月1日にタウナギを発見した場所（図5  

a）とその周辺の水路（図5b）を調査し  

た。その結果，コイ，オイカワ，カワムツ  

ZαCCOね∽椚f〃C・姉 タモロコG〃α娩甲OgO〃eb〃－  

ヾ‘〟〟、‘イ叫ヾ‘〟〃、．卜：コ り（ノり仙′／－－JJ八 りノー、川川  

0ム5C〟′・α，クロヨシノポリ月ゐ玩ogoムヱ〟5Sp．DA，  

カワヨシノポリおよびチチブ符旋〃吻e′0あー  

sc〟川5 の8種を採集したが，タウナギは発見  

できなかった。なお，カワムツ，ドンコおよ  

びカワヨシノポリの個体数は非常に多かっ  

た。魚棋以外ではサワガニ，ヌマエビアd′α一  

年αCO〝甲r・e55αCO〝岬′朗ぶα，テナガエビ肋cr0一  

ムrαCんj〟肌〃如，0〝e〝5eおよびカワニナ∫の乃ゐ“才一  

co5〆用地ビ′血∽を多数確認した。また，地元  

の方より，数年前の渇水時に干上がった同水  

路内でタウナギを見たという情報を得た。  

考  察  

はじめの真でも述べたようにタウナギは雌  

性先熱性の性転換を行う。－・般には体長46cm  

以上の個体は雄であり，34cm以下の個体は雌  

であって－，その間の体長のものは堆か雌ある  

いは間性である。また，雌の最／ト成熟体長は  

25cm程度である（宮地はか，1976）。今回調査  

を行った鴨部南地区と下土居地区では，雄と  

思われる大型個体と雌と思われる小型個体と  

がともに多数確認されて－いる事から，両地区  

ではタウナギが自然繁殖していると考えるの  

が普通であろう。また，炭所西地区では今回  

の調査で雌と思われる1個体しか確認されて  

いない。しかし，水質が比較的良く，餌とな  

る小型魚類や甲殻類が多いことなど同地区の  

環境がタウナギの生息に適していること，地  

元の目撃情報から水路内には複数個体が生息  

していると考えられることから，同地区でも  

タウナギが自然繁殖している可能性は十分に  

ある。   

鴨部南地区に、ついて，地元情報の津田川中  

流域で採ったという「ウナギに似た腹部が黄  

色いへどみたいな顔の魚」とはタウナギであ  

ると考えられる。同地区は津田川と導水路で  

つながっていることから，タウナギは津田川  

から導水路を経て西側水路より同地区に侵入  
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して取り上げられたりすることが多い。しか  

し，筆者が調べた限りでは1994年以前にはそ  

のような記録はなく，今回の調査時に得た情  

報のみである。ゆえに，タウナギがその特異  

な生態から一卜般の魚類調査では採集困難であ  

ることを考慮に入れたとしても，移入種であ  

る可能性は非常に高いと考えられる。   

次にタウナギの移入経路に、ついて考察す  

る。最近では，オイカワ，ウグイ 乃よあ0わぁ〃  

ゐα払〃e〃5呈5，カマツカ，ニゴイ，コウライモロ  

コ∫ヴ〟αJ王血5Cゐα〃たαβ〃5よ5Subsp．など移入種の  

多くが徳島県の吉野川水系から香川用水を経  

由して県内河川に侵入していることが報告さ  

れている（安芸，2003）。しかし，香川用水の  

取水工がある吉野川上流域の池田ダム付近に  

タウナギは生息していない（水資源開発公団  

池田総合管理所，2002）。束京都内の魚市場で  

は，食用の輸入ドジョウの中からタウナギの  

稚魚が発見されている。筆者はタウナギの稚  

魚が放流用の輸入ドジョウにも混入し国内に  

入っているのではないかと考え，県内におけ  

るドジョウ〟吏5g〟′〃〟～d〃g〟f〃kα〟dαJ〟5の放流  

状況を調査した。その結果，香川県東部の主  

要な河川（湊川，津田川，鴨部川，新川，春  

日川，香束川および本津川）ではドジョウの  

放流が1970年代より毎年行われており，新潟  

．県や秋田県など他県で養殖された個体だけで  

なく，台湾や中国南部からの輸入ドジョウも  

放流されていることが分かった。その量は年  

間200kg程度でドジョウ約6万匹に相当する。  

淡水漁協関係者によると，国内産と同種のド  

ジョウを輸入して放流するよう努めている  

が，輸入ドジョウの中にはカラドジョウなど  

他種の魚類が混入している場合があるとい  

う。以上のことから，鴨都南地区のタウナギ  

は輸入ドジョウに混入して県内河川に侵入し  

た可能性が高い。しかし，下土居地区がある  

大束川水系ではドジョウの放流記録はなく，  

炭所西地区がある土器川水系では放流してい  

し分布を拡大した可能性が考えられる。ま  

た，汝沫工事時には川古川や他の汲漢を行っ  

ていない水路に移動し，そこに堆積した土砂  

中で繁殖括動を行っていると考えられる。な  

お，2003年3月に鴨部川中流域にタウナギが  

100個体以上放流されているこ．とから，今後鴨  

都南地区以外の鴨部川流域からタウナギが発  

見される可能性がある。内水面養殖業者の情  

報から，下土居地区のタウナギは水路の上流  

部に位置する打越上池・打越下池から広がっ  

た個体であると思われる。なお，現在両地は  

護岸が整備され，タウナギが生息可能な場所  

はほとんど残されていない。また，同地区の  

水路は今後三面コンクリ1－・卜張りの水路へ．改  

修されることが予想され，本種をとりまく環  

境は悪化する傾向にある。炭所西地区には自  

然石の石積み護岸の水路が広い範囲で残って  

いる。しかし，2004年の台風で水路の石積み  

が崩れる被害が数カ所で発生しており，水路  

は今後三面コンクリート張りの水路に改修さ  

れる可能性があり，本種への影響が懸念され  

る。   

今回報告した県内に生息するタウナギは在  

来種か，それとも移入種であろうか。   

香川県では，1974年の香川用水の通水に合  

わせて，その前後の魚嬢相の変化を調べるた  

め，1970年代から1980年代に県内全域の河川  

と－い部のため池で本格的な魚頼調査と聞き取  

り調査が行われている。しかし，その時点で  

は県内でタウナギは確認されていない（植松  

ほか，1979；須永・植松，1981，1982，1984；  

須永ほか，1985，1986，1987）。須永ほか（1989）  

は県内における過去の調査記録を詳細に検討  

し，香川県産淡水魚一＼覧を作成している。し  

かし，その中にもタウナギは記載されていな  

い。また，今回の事例のように，タウナギが  

へどに似た独特な形態であることから工事関  

係者によって発見された場合，水産試験場な  

どの専門機関に持ち込まれたり，新聞記事と  
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（Cyprinidae）・IchthyoIogicalResearch（50）：1   

－8．  

今谷信夫．2001．タウナギ．川郡部浩哉・水   

野信彦・細谷和海編．日本の淡水魚（改訂   

版）：876－677．山と淡谷社，東京 

環境省編「2003．改訂・日本の絶滅のおそれ   

のある野生生物－レッドデータブックー4．   

汽水・淡水魚甑財団法人自然環境研究セ   

ンター・，東京．  

環境省自然保護局．1993．第4回自然環境保   

全基礎調査∩ 動植物分布調査報告書（淡水   

魚棋）  

建設省．1993．建設省河川局河川環境課監修．   

平成5年度河川水辺の国勢調査年鑑（魚介   

類調査，底生動物調査編）．  

松本清二・岩田勝哉．1997小 タウナギの雄に   

よる卵保護と仔稚魚の口内保育．魚類学雑   

誌44（1）：35－41 

宮地伝三郎・川郡部浩哉・水野信彦．1976 

原色日本淡水魚頬図鑑（全改訂新版）保育   

社，大阪．  

水資源開発公団池田総合管理所．20021平成  

13年度池田ダム河川水辺の国勢調査（魚介   

類）報告象 水資源開発公団池田総合管理   

所  

中坊徹次編．1993日本産魚類の検索：全種   

の同定．東海大学出版会，東京．  

斉藤憲治2001．ドジョウ川郡部浩哉・水   

野信彦・細谷和海編．日本の淡水魚（改訂   

版）：382∫山と渓谷社，東京．  

四国新聞社1994．話の交差点… 四国新聞  

1994年10月2日刊り 香川版：27 

須永哲雄・植松辰美．1981∫．土器川における   

淡水魚の分布．香川県自然環境保全指標策   

定調査研究報告書（土器川水系）：93－97．  

須永哲雄・植松辰美．1982．．香川県中讃西部   

地域における淡水魚の分布．同上（香川県中   

讃西部地域）：243－262 

須永哲雄・植松辰美1984．香川県西讃地域  

る個体は国内産養殖ドジョウであった．ので，  

鴨都南地区とは移入経路が異なると思われ  

る。両地区のため池の多くでは，フナ∵類Cαr・－  

の5j〟～SPP．の養殖が盛んに行われており，ゲン  

ゴロウブナ等は近畿地方から移植されたもの  

である。近畿地方では1930年代に台湾から持  

ち込まれたタウナギが定着し，年々その分布  

域を拡大しているという報告がある（宮地は  

か，1976；今谷，2001）。下土居地区と炭所西  

地区では，それらの地域から移植したフナ類  

にタウナギが混入して持ち込まれた可能性が  

考えられる。   

四国では香川県以外に徳島県と愛媛県でタ  

ウナギが発見されている。徳島県では1986年  

に徳島市国府町にある吉野川支流飯尾川流域  

の水路で，仔魚と親魚が同時に採集され 自  

然繁殖が確認されている（徳島淡水魚研究  

会，1987；建設省，1993）。また，愛媛県では  

1977年に伊予郡松前町にある重信川流域の水  

路でタウナギが採集されている。また，同町  

の泉にも生息しているという報告がある（愛  

媛県立博物館，1995）。両県では現在もタウナ  

ギの自然繁殖が確認されて－おり，生息範囲も  

拡大傾向にあるのは香川県の現状と似てい  

る。また，今回の調査で得た情報やドジョウ  

の放流結果から，香川県にタウナギが侵入し  

た時期は1970年代以降であると考えられ，こ  

れは四国各県でタウナギが発見され始めた時  

期とらまぼ一致す－る。  

文  献   

安芸昌彦．2003．香川用水の淡水魚類い 香川   

生物（30）：13－24い  

愛媛県立博物館．1995t重信川周辺の泉とそ   

の生物Ⅱ．自然科学普及シリーズ15い 愛媛   

県立博物館い  

Hosoya，K，Ashiwa，Hl，Watanabe，M，Mizuguc－   

hi，KandOkazaki，T2003．zacc・05iebokiii，a   

species distinct fiOm Zacco temminckii  
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河内直人1987新川水系のため池におけ   

る淡水魚の分布．同上（新川水系のため   

池）：53－59．  

須永哲雄・植松辰美・川田英則．1989．香川   

県における淡水魚研究の現状について香   

川生物（15・16）：95－113．  

徳島淡水魚研究会．1987徳島県魚貝図鑑．   

淡水魚編徳島新聞社  

植松辰美・須永哲雄・川田英則．1979．香川   

県の淡水魚．動物と自然9（1）：11－17 

における淡水魚の分布．同上（香川県西讃地   

域）：157－166．  

須永哲雄・植松辰夫・大高裕幸・河内直人．  

1985香川県中讃東部地域における淡水魚   

の分布 同上（香川県中讃東部地域）：194－   

205．  

須永哲雄・植松辰夫・大高裕幸・河内直人  

1986．香川県東讃地域における淡水魚の分   

布．同上（香川県東讃地域）：175－184．  

須永哲雄・吉田時子・倉沢 均・大高裕幸・  
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図3．鴨部南地区 a：汝漢工事区間 b：東側水路上流部  

図4．下土居地区 a：工事区間 b：工事区間上流部  

図5．炭所西地区 a：タウナギの発見場所 b：水路下流部  
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